
　
九
月
二
九
日

　
十
時
過
研
究
室
。
十
時
半
幸
脇
さ
ん
打
合
わ
せ
。
十
三
時
過
ま
で
。
雑
用
、

打
合
わ
せ
、
十
九
時
過
ま
で
。
丹
羽
太
一
本
ペ
ー
ジ
編
集
人
い
わ
く
、
石
山

は
研
究
室
に
は
居
な
い
事
が
あ
る
が
、
ペ
ー
ジ
の
中
に
い
つ
も
居
る
。
こ
れ

は
仲
々
の
名
言
か
も
知
れ
な
い
。
丹
羽
君
と
話
せ
る
の
は
月
に
一
回
あ
る
か

無
い
か
だ
か
ら
。
二
十
一
時
世
田
谷
村
。

　
九
月
三
〇
日

　
昨
夜
は
台
風
が
又
も
来
襲
し
た
が
グ
ッ
ス
リ
眠
っ
た
。

　
テ
ー
ブ
ル
に
九
月
二
〇
日
付
の
ベ
ー
シ
ー
菅
原
か
ら
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
書

類
の
山
の
下
か
ら
出
て
来
た
。
時
す
で
に
遅
し
、
菅
原
上
京
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
一
昨
日
、
菅
原
は
一
ノ
関
に
戻
っ
て
い
た
。
誰
が

悪
い
と
い
う
の
で
も
な
い
、
時
に
こ
う
い
う
ス
レ
違
い
が
あ
る
。
非
常
に
多

く
あ
る
と
言
っ
て
も
良
い
位
だ
。
十
時
半
新
宿
駅
で
パ
ッ
タ
リ
、
山
田
脩
二

の
娘
と
会
う
。
淡
路
島
の
お
母
さ
ん
も
お
元
気
だ
そ
う
だ
。

　
十
三
時
早
大
本
部
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
十
四
時
半
修
了
。
十
五
時
研
究
室
に

戻
り
、
三
年
の
設
計
製
図
課
題
発
表
と
グ
ラ
イ
タ
ー
教
授
レ
ク
チ
ャ
ー
、
私

の
小
レ
ク
チ
ャ
ー
。
十
七
時
過
修
了
。
特
別
休
暇
が
明
け
て
し
ま
い
半
年
振

り
に
学
生
に
語
り
か
け
た
が
、
ど
う
だ
っ
た
か
。

　
グ
ラ
イ
タ
ー
教
授
が
明
日
ド
イ
ツ
に
戻
る
の
で
、
今
日
は
簡
単
な
夕
食
を

共
に
し
よ
う
。
明
日
か
ら
十
月
か
。

　
只
今
二
〇
時
十
五
分
、
新
宿
駅
京
王
線
内
。
Ｊ
・
グ
ラ
イ
タ
ー
と
お
別
れ

デ
ィ
ナ
ー
を
終
わ
っ
て
、
世
田
谷
村
に
帰
る
途
中
。
実
感
す
る
に
、
体
力
の

沈
降
現
象
は
、
ほ
ぼ
今
日
で
停
止
し
た
よ
う
だ
。
こ
の
辺
り
が
我
な
が
ら
間

抜
け
な
ん
だ
が
、
明
日
の
十
月
か
ら
は
体
力
、
気
力
共
に
上
昇
気
流
に
乗
る

つ
も
り
で
い
た
い
。
間
抜
け
は
間
抜
け
で
仕
方
な
い
。
明
日
か
ら
の
十
月
を

想
え
ば
、
や
っ
ぱ
り
「
十
月
は
た
そ
が
れ
の
国
」
。
十
月
は
メ
ラ
ン
コ
リ
ー

な
幻
想
ば
か
り
を
生
み
出
し
や
す
い
季
節
の
代
表
で
も
あ
る
か
ら
、
用
心
し

な
く
て
は
。
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